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●人・農地プラン

　

今年度の取り組み…２

●農業委員・推進委員の素顔……………３

●農地の手続きについて………………３

●（連載）農業者紹介・レシピ………４
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荒井会長、鈴木職代を始め、農業委員、推進委員で農地パト□－ル実施
パト□－ルは、農地利用の適正化のための情報収集を目的に、遊休農地の実態把握や違反

転用の早期発見を主な確認事項として行っています。（

　

２ページに委員の報告があります。

●委員活動報告…………

－－－－′－－－“－－－
轄 も “随聯軌 ぼ れ、，

２ 今年４月に市内両郷地区河原地内で豚熱（ＣＳＦ）に感染した野

生の死亡イノシシが初めて確認されました。以降、９月までに

１１例の豚熱に感染し死亡したイノシシが確認されています。

　

ウイルスを拡散させないため、死亡したイノシシを発見した

場合は、決して近寄らず、市農林整備課（笠２３‐８８１３）までご連

絡ください。
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農地パトロール実施

　　　

委員活動報告１
＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－－－十一－－－－－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

〉委員活動報告
‐
≧

　

市内の耕地面積は１１，０００銘。そのうち、遊休農地は１８年１２．５銘、１９年１３．４鍔、２０年１４．９銘と微増しております。

　

そば畑に転換している遊休農地解消の取り組みも行っていますが、それ以上に遊休農地化している農地が多い
状況です。 今後、人・農地プランに基づく集積・集約計画を進め、農地を有効活用するとともに地域で農地の
遊休化防止に取り組みましょう。

農業委員

　

唐橋

　

洋子

・サ

　

ード
　

　

　
　

　　　　　

　

　

　　　
　

　
　
　　

　　　 　 　　
二つｒ－－トｉべき‐憂欝一三．
／

　

＼＼」
や

　　　

（佐久山地区担当）

　　　　　　　　　
藍ぎ請警琴電尊皇”遊警書
籍尋年濠一区幸甚；；
謝義美要言群舞壊そ昌

農業委員

　

津久井勝之 （川西地区担当）

　

９月２日、私は川西地区の農地パ

トロールに参加しました。耕作でき

なくなった農地で、雑草が生い茂り、
簡単には農地として再生できない場
所がいくつかありました。中でも、
１５０矛ほどの農地が、耕作者がいな

いために、荒れている状況に驚きま

した。
地元の農業委員によると、水利の便が悪いために水稲
を作るには大変とのことで、借り手がいないとのことで

した。活用方法を検討し、手を加えれば素晴らしい農地

に変わるはずです。農地利用の困りごとは、私たち農地

委員、推進委員に相談していただければ、一緒に解決方
法を考えていきます。

区◎、ノ県との意見交換会開催

大田原市役所で開催された
１栃木県農業会議主催の「大田
　－ｒ

　

原市における農地利用推進活

動意見交換会」に計１０名の農
業委員・推進委員が出席。

　

委員からは、市内は平坦な
－ｉ

農地ばかりでなく、山間地も多い。山間部の農地は、耕作条件が

悪く、水利の問題や作物の生育も悪く、経済的にも厳しい面が多
い中、イノシシの被害も相まって、放棄地も増えている状況にあ

る。米価は安く、後継者・若い農業者が非常に少ない現状で、集
積率をこれ以上上げることは厳しい。５年・１０年後の本市の農

地が非常に心配だという意見を県に伝えた。

　

先祖代々大切に守られてきた農地を今後どのように後世に受け
継いでいくのか。農地をよく知る現場の皆さんやＪＡ担当者とと

もに話し合い、協力し、行動していかなければならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（文：鈴木賢一） ；

現状課題や将来方針について、地域の農業者が中心となり、 話し合って定める「人・

農地プランの実質化」。今年度は、親園、野崎地区など１７地区で話し合いを実施して
プランの実質化を進めます。

　

また、昨年実質化した２４地区の中から、黒羽地区の北滝・片田地区を県事業のモ

デル地区に設定。農地の集積集約に向けた取り組みを先行して進めます。

▲資料と遊休農地を確認する唐橋委員（手前） 地の形状が悪かったり、小

さな農地は耕作しづらいためか荒れやすい傾向です。

　

また、草木が生い茂った農道も多々あり、農業用機械や

車の出入りが危険な状況でした。人・農地プランの話し合

いの中で、農地の所有者・耕作者を再確認し、基盤整備等の
検討も行い、継続した管理ができるよう取り組んでいきた

いと思います。

８月１，ト

　

′′′
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／「

人・農地プラン実質化
における取組み

　

今年度、県のモデル地区に設定した北滝・片田地区。
この日は、地区の農業委員・推進委員の計３名が、
地図上に農地の耕作者を１筆ごとに書き出す作業を
行いました。

　

今後の取組みでは、現状を書き込んだ地図をもとに、
農家への説明と営農継続意向を把握して、中心経営
体への農地集約を進めていきます。

　　

（文：事務局）
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農地利用 の最適化推進に取り組む

　　　　　　　　　　　　　

ミ宅
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農業委員・農地利用最適化推進委員の素顔も豪畏孝
１

農業委員
阿見

　

芳（北滝）

　

人・農地プランの実質化

に向け、推進委員と協力し、
地域内の農地の利用状況
を確認し、今後は地区内の
農地の集積・集約化を進め
る話し合いを行っていき

ます。地域の皆様のご参加、
ご協力をお願い致します。
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農業委員として２年目と
なりました。
人・農地プランの実質化

に取り組み、地域の課題や
問題点については」Ａや農業

委員会と連携をとりながら
活動していきたいと思いま

す。ご協力をお願い致しま

す。
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農地については

　　

下記の場合、お手続きが必要です

…

　　

≧

　

●農地を売るとき・買うとき

‐

　

！

　

●相続等により農地の権利を取得

●農地を農地以外（住宅・駐車場）に利用したい

●農地を改良したい（盛土・切土など）

●農地を貸したい・借りたい・合意解約したい

農地に関する手続きの相談は、農業委員会事務

　

＝

局までご連絡ください。
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家むい農地情報１
　　　　　　　　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

農業委員会では、新規に就農を希

　

，
望する方が耕作できる空き農地の

　

－

情報を、収集しています
今年度、農業委員会事務局には市内で就農を希望
する方からの問い合わせが増えています。来年から就
農したいという方、４～５年先を考え相談に来られる

方など様々です。空き農地情報がありましたら、農業
委員、推進委員、または事務局まで、ご提供いただき
ますようお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

達二．／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　　　　　　　　　　

に翻 需 富 司大田原市ー ー ーｗｍ卿ｈ細 醐ｈ叫賜）内のキ ‐ドー醸 回 瞳も歴覧いただけます



大田原市 農業委員会だより 令和３（２０２１）年１１月１日発行 （４）

　

　　　　　

　

　　　　　　　　

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　
　　 　 　 　 　　 　 　　
　

　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　

　

１
昨年、 ＼

　　

」

１

ー
ー

　

新江 真さん（４１）（蜂巣）

　　　　

　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

ることも魅力だと思います。

　

鈴木農業委員からの熱心な勧誘がきっかけになりました。

　

加入のご相談は農業委員会事務局またはＪＡ窓□まで

　　　　　　　　　　　

し＼力０入しました。

　　　　　　　　　　　

加入や脱会が自由にでき

　

三

　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　

ることも魅

　

だと思います。

　　　　　　

三．：…－′

　

：．，

　

・……ミ

　

，：．

　

「

　　　

，ｉ

　

，

　

一

　

，．：

　

：

　　　　　

，

　

．：

　

，

　

二

　

収入保険は、収量減少や価格低下をはじめ、新型コ□ナ

　

ウイルスによる影響など様々なリスクによる収入減少に

ついて補償を受けることができる制度です。１年以上の

　

青色申告実績がある農業者（個人・法人）が加入できます。

　

令和４年補償新規加入は、個人の方は今年１１月末、法

人の方は決算月が加入申込の締め切りとなります。

　

詳しくは、下記までお問合せください。

材 料（４人分）＼綱娠紬一網一』

　

効果があります。
．豚肉生麦焼き用…２００ｇ１

１・にんじん…………１／２本 １
・ごぼう……………１／２本

　

夢

、・じゃがし、も・・・・・・，．・ ２個１

　

三 糊 き せ
豪雪
．

　　　　　　　

　
　
　　
　 　　

　　

　　　　　　

＼ き通 す
・こんにゃく………ｌｏｏｇｌ
…・インゲン…………

　

５０ｇ

　

聾
ぢ・唐辛子 …………１本程度１

９：嬰饗：：：：：：：談
議 ′多め‘樺って ・ 得

黛≦

　

Ａ（砂糖、しょうゆ、酒）

　　

≧＼作り置きもできますロメ

　　　　

…各大さじ３１

　

＼＼

‘作り方 にミニ二：ご；：：：；；：：：ニニニ －－噌．－－一－－－…－－獣－榊－－ー
ｉｌ．豚肉は５ミリ幅の細切りする。
｝２．じゃがいも、にんじん、ごぼう、こんにゃくを５セン１
１

　

チの長さの太い棒状に切り、インゲンは長さを半分１
１

　

に切る。唐辛子は種を取り、輪切りにする。
１３．フライパンにサラダ油を入れて熱し、じゃがいも、にんｔ
ｉ

　　

じん、ごぼうを妙める。しんなりしてきたら、豚肉、こん

　

ｌ
ｉ

　　

にやく、穎粒だしを加えて油が回るまでしっかり妙める。ｆ
ｉ４．３にインゲン、唐辛子、Ａを加え、汁気がなくなるまで １
１

　

妙りつけたら完成Ｄ

　　　　　　　

（文：屋代幸子）！
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これから句を迎える地元産の
根菜と唐辛子を使った、栄養満

　　　　

点の一品です。根菜と唐辛子は

　　　　

身体を温め、豚肉には疲労回復

一 よろしく次 願 いしま す 第５回柴田諭さん佑松町）
今回は大田原地区若松町にお住まいの「柴田 諭（しばたさとし）」さん（４１歳）をご紹介いたします。

　

「いずれは農業をやろうと考えていた」という柴田
さん。実家は米農家で、勤め先での異動のタイミング
で、就農を決意したそうです。

　

とちぎ農業未来塾において１年間、農業経営や栽培

　
　
　

　　

　

畿

　　　　

，‐
‐
、，二三

　　　

・もぎ
も

　　　

、 ‐、
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柴田さんは、現代的な防除と土壌管理方法を取り入
れています。ナス畑には、マリーゴールドやオクラを
植え、害虫アザミウマ類を捕食するヒメハナカメムシ
類の定着を促す工ＰＭ（総合的病害虫・雑草管理）を
実践し、効果を上げています。 また、ナス収穫後に麦を
播き、そのまま耕す「緑肥」を行い、地力（ちりょ＜）を向上
させています。

　

３児の父で子育て真っ最中の柴田さんは、近所の子
どもたちに収穫体験させるなどして、農業に関心を持
たせています。
今後は、栽培技術をさらに高め、効率を上げて、ネギ
の生産規模拡大をしていきたいと語る柴田さんの今
後が楽しみです。（聞き手：越沼 良）
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農業は厳しい面も少なからずありますが、自身の

　

取り組みや工夫が結果に直結する、やりがいのある
仕事だと思います。創意工夫で大田原の農業を盛り
上げましょう。

や

　

今年も農地パト□－ルを実施しました。昨年度、耕作されてし、なかった農地の大半は、 －
－雌堪 鎚獅

変わらず荒れた状態でしたが、一部ではそばの白い花が畑一面に咲き誇っていました（写

真）。農業者の高齢化、担し、手不足、離農などにより、空き家も増えた様に感じました。遊

休農地の解消・地域の活性化に向けて、推進委員、地域の皆様とともに地域の話し合ぃに 灘
盤滋滋幽 艶 諺，きき

取り組んでいきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　

副編集委員長

　

阿見

　

芳

【農業委員会だより編集委員会】（農政班）助川悦夫・阿見芳・笹沼保治・屋代幸子・秋本則夫・相馬和恵・高瀬隆至・越沼良


